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一
、
史
料
の
概
要

昨
年
（
令
和
四
年
＝
二
〇
二
二
）、
報
告
者
は
論
語
普
及
会
主
催
で
行
わ
れ
た
四
條
畷
神
社
内
有
源
招
魂
社
・
先
哲
祭
に
お
い

て
講
演
の
依
頼
を
受
け
た
。
論
語
普
及
会
と
は
陽
明
学
者
の
安
岡
正
篤
氏
の
指
導
を
受
け
た
伊
與
田
覺
氏
が
設
立
し
た
も
の
で
、

毎
年
、
孔
子
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
哲
を
祭
り
、
そ
れ
に
伴
う
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。
報
告
者
は
杉
浦
重
剛
の
事
績
に
つ

い
て
講
演
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。
講
演
会
そ
の
も
の
は
台
風
の
接
近
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
（
翌
令
和
五
年
に
開
催
）
が
、

そ
の
際
に
、
講
演
会
に
参
加
さ
れ
る
予
定
で
関
西
を
訪
れ
て
い
た
羽
鳥
庄
次
氏
よ
り
、
本
史
料
を
譲
渡
さ
れ
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、

東
大
赤
門
近
く
の
古
書
店
で
購
入
し
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。

以
下
に
書
の
内
容
と
書
き
下
し
を
示
す
。

傳
得
堂
々
皇
祖
風 

萬
人
一
様
仰
春
宮

微
臣
亦
私
期
涓
滴 

應
有
至
誠
天
地
通

右 

己
未
春
書
感 

天
台
道
士

堂
々
皇
祖
の
風
を
傳
へ
得
た
り
。
萬
人
一
様
に
春
宮
を
仰
ぐ
。

微
臣
、
亦
私
に
涓け

ん
て
き滴

を
期
す
。
ま
さ
に
至
誠
天
地
に
通
ず
る
こ
と
有
る
べ
し
と
。

右
、
己
未
春
、
感
を
書
す
。
天
台
道
士
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本
紙
は
縦
一
三
一
・
五
㎝
、
横
三
九
・
五
㎝
、
総
丈
（
表
具
）
は
縦
二
〇
二
㎝
、
横
五
五
㎝
で
あ
る
。

天
台
道
士
と
は
杉
浦
重
剛
の
号
で
あ
り
、
己
未
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、『
杉
浦

重
剛
全
集
』
を
確
認
す
る
と
、
大
正
八
年
（
六
十
五
歳
）
の
時
の
も
の
で
「
用
松
浦
伯
韻
、
書
感
」
と
し
て
、
同
じ
内
容
の
書

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　 

（『
杉
浦
重
剛
全
集
』
第
五
巻
・
三
六
七
頁
）

二
、
杉
浦
重
剛
の
事
績

杉
浦
重
剛
は
、安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
膳
所
藩
（
現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
の
あ
た
り
）
の
儒
者
の
家
に
生
ま
れ
、藩
校
（
遵

義
堂
）・
私
塾
で
学
ん
だ
後
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
貢
進
生
と
選
ば
れ
て
東
京
の
大
学
南
校
・
東
京
開
成
学
校
（
現
在
の

東
京
大
学
の
前
身
の
一
つ
）
で
理
学
を
学
ん
だ
（
同
期
に
民
法
学
の
鳩
山
和
夫
、
外
交
官
の
小
村
寿
太
郎
が
い
る
）。
そ
の
後
、

第
二
回
文
部
省
派
遣
留
学
生
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
（
同
時
期
に
ド
イ
ツ
に
穂
積
陳
重
が
法
学
研
究
の
た
め
に
留
学
）、
化

学
物
理
研
究
に
従
事
す
る
。
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
帰
国
後
は
東
京
大
学
理
学
部
博
物
場
取
締
掛
を
務
め
る
が
、
こ
の
頃

か
ら
研
究
よ
り
も
教
育
を
重
視
し
始
め
た
よ
う
で
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
は
東
京
大
学
予
備
門
長
・
東
京
大
学
寄
宿

舎
掛
取
締
就
任
と
な
り
、翌
年
に
は
自
宅
内
に
「
称
好
塾
」
を
設
置
し
、さ
ら
に
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
東
京
英
語
学
校
（
の

ち
の
日
本
中
学
校
、
現
在
の
日
本
学
園
中
・
高
等
学
校
）
を
設
立
し
て
、
多
く
の
生
徒
を
育
て
、
名
物
校
長
と
し
て
知
ら
れ
た
。

（
1
）
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ま
た
明
治
二
十
一
年（
一
八
八
八
）に
は
陸
羯
南
ら
に
よ
る
雑
誌『
日
本
人
』刊
行
に
関
与
し
て
い
る
。
明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）

第
一
回
総
選
挙
当
選
、
代
議
士
と
な
る
が
、
翌
年
辞
任
し
て
い
る
。
さ
ら
に
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
高
等
教
育
会
議
議
員
・

国
学
院
学
監
と
な
り
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
は
皇
典
講
究
所
幹
事
長
と
な
る
が
、
そ
の
後
、
病
気
（
心
身
衰
弱
症
）

に
よ
り
ほ
ぼ
全
て
の
公
職
を
辞
す
こ
と
と
な
る
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
は
論
文
「
科
学
よ
り
見
た
る
神
道
」
を
発

表
し
「
理
学
宗
」
と
い
う
独
自
の
思
想
的
立
場
を
主
張
す
る
が
、
教
育
界
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
た

と
い
う
。

し
か
し
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
六
十
歳
で
皇
太
子
裕
仁
親
王
（
の
ち
の
昭
和
天
皇
）
の
教
育
を
行
う
東
宮
御
学
問
所
御

用
掛
（「
倫
理
」
担
当
）
に
、山
川
健
次
郎
東
大
総
長
の
強
い
推
薦
と
勧
告
に
よ
り
就
任
す
る
と
、日
本
中
学
の
教
諭
（
の
ち
校
長
）

で
あ
る
猪
狩
又
蔵
を
は
じ
め
と
す
る
、
自
ら
の
門
弟
を
総
動
員
し
て
講
義
案
を
作
成
し
（
の
ち
『
倫
理
御
進
講
草
案
』
と
し
て

出
版
）、
そ
の
全
身
全
霊
を
か
け
て
、
裕
仁
親
王
（
及
び
五
人
の
「
御
学
友
」）
に
対
し
て
講
義
を
行
っ
た
。
現
在
残
さ
れ
た
『
草

案
』
を
見
る
と
、
そ
の
内
容
は
非
常
に
学
問
的
で
堅
苦
し
く
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
教
室
で
講
義
案
そ
の
も
の
を
見
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
重
要
な
点
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
は
皇
太
子
妃
に
内
定
し
た
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
久
邇
宮
家
の
良
子
女
王
の
修
身
科

担
当
教
員
に
就
任
し
て
い
る
（
こ
の
内
容
の
一
部
も
『
倫
理
御
進
講
草
案
』
に
掲
載
）。

杉
浦
の
皇
太
子
に
対
す
る
教
育
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
門
弟
の
聞
い
た
言
葉
と
し
て
、「
帝
王
の
学
と
い
ふ
の
も
、
其
の
極
到

は
一
視
同
仁
と
い
ふ
こ
と
だ
ら
う
と
思
ふ
。
随
て
自
分
も
余
程
公
平
に
心
を
保
ち
、
物
を
処
す
る
こ
と
を
し
な
い
と
、
一
視
同

仁
を
教
え
ま
つ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」「
西
洋
あ
た
り
の
帝
王
は
、
日
本
の
将
軍
の
や
う
な
も
の
で
、
ど
う
見
て
も
覇
者
の
姿

で
あ
る
。
然
し
我
国
の
帝
王
は
是
非
と
も
、
王
道
の
上
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
倫

（
2
）
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理
御
進
講
草
案
』
に
は
杉
浦
自
身
に
よ
る
「
倫
理
御
進
講
の
趣
旨
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
「
東
宮
殿
下
に
奉
侍

し
て
倫
理
を
進
講
す
べ
き
の
命
を
拝
し
た
る
は
無
上
の
光
栄
と
す
る
所
な
り
。
顧
ふ
に
倫
理
の
教
科
た
る
唯
口
に
之
を
説
く
の

み
に
し
て
足
れ
り
と
す
べ
か
ら
ず
。
必
ず
や
実
践
躬
行
身
を
以
て
こ
れ
を
證
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
其
の
効
果
を
収
る
む
る
こ
と

難
し
。
故
に
学
徳
共
に
一
世
に
超
越
し
た
る
の
士
に
し
て
始
め
て
之
を
能
く
す
べ
し
。
‥
‥
今
進
講
に
就
き
て
大
体
の
方
針
を

定
め
左
に
之
を
陳
述
せ
ん
と
す
。
一
、三
種
の
神
器
に
則
り
皇
道
を
体
し
給
ふ
べ
き
こ
と
。
／
一
、五
条
の
御
誓
文
を
以
て
将
来

の
標
準
と
為
し
給
ふ
べ
き
こ
と
。
／
一
、
教
育
勅
語
の
御
趣
旨
の
貫
徹
を
期
し
給
ふ
べ
き
こ
と
。
‥
‥
前
述
の
三
箇
条
を
以
て

大
体
の
方
針
を
定
め
、
間
々
支
那
及
び
欧
州
の
事
例
を
も
参
酌
し
、
時
宜
に
応
じ
題
を
設
け
、
卑
近
よ
り
説
き
て
高
遠
に
及
ぼ
し
、

空
理
を
避
け
て
実
際
を
主
と
せ
む
と
す
。
‥
‥
」
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
、講
義
の
第
一
回
は
「
三
種
の
神
器
」
が
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
最
後
に
お
い
て
「
最
後
に
一
言
を
述
べ
ん
つ
る
こ
と
は
、
凡
そ
倫
理
な
る
も
の
は
、
唯
口
に
之
を
談
ず
る
の
み
に

て
は
何
の
功
も
な
き
も
の
に
て
、貴
ぶ
所
は
実
践
躬
行
の
四
字
に
あ
り
。
重
剛
如
き
は
性
魯
鈍
に
し
て
及
ば
ざ
る
所
多
し
と
雖
も
、

猶
ほ
此
の
心
を
以
て
六
十
年
を
経
過
し
来
れ
り
。
冀
く
は
殿
下
能
く
実
行
を
考
慮
し
給
は
む
こ
と
を
」
と
、
倫
理
は
実
践
こ
そ

が
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
厳
し
い
言
葉
で
述
べ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
杉
浦
重
剛
の
真
骨
頂
と
い
う
べ
き
事
件
が
、
在
任
中
に
二
回
起
こ
っ
て
い
る
。
ま
ず
最
初
は
、
大
正
三
年

（
一
九
一
四
）、
大
正
天
皇
の
即
位
に
伴
う
大
礼
（
即
位
礼
・
大
嘗
祭
）
が
京
都
で
行
わ
れ
た
際
に
、
未
成
年
で
あ
っ
た
皇
太
子

裕
仁
親
王
は
参
列
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
杉
浦
は
東
宮
大
夫
の
浜
尾
新
に
意
見
書
を
提
出
し
、
強
く
皇
太

子
の
参
列
を
主
張
、
実
現
さ
せ
て
い
る
（『
回
天
録
』
全
集
第
六
巻
）。

さ
ら
に
大
き
な
事
件
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
宮
中
某
重
大
事
件
」
へ
の
関
与
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に

裕
仁
親
王
と
久
邇
宮
家
の
良
子
女
王
と
の
婚
約
が
成
立
し
た
が
、
翌
年
、
良
子
女
王
の
母
方
で
あ
る
島
津
家
の
遺
伝
的
特
質
が

（
3
）

（
4
）
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指
摘
さ
れ
、
元
老
山
県
有
朋
を
中
心
と
し
て
、
久
邇
宮
家
に
其
の
事
態
を
求
め
る
動
き
を
示
し
た
。
杉
浦
は
こ
れ
に
対
し
て
、

断
固
と
し
て
反
対
し
、
御
学
問
所
に
辞
表
を
提
出
し
、、
元
老
山
県
の
威
光
を
恐
れ
て
関
係
者
の
動
き
が
鈍
い
と
み
る
や
、
門
弟

た
ち
を
通
じ
て
広
範
囲
の
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
東
宮
大
夫
浜
尾
新
へ
提
出
し
た
意
見
書
に
は
、

「
‥
‥
已
に
御
内
定
相
成
候
以
上
は
、
非
常
の
欠
点
無
之
限
り
は
、
御
取
消
に
相
成
候
儀
は
、
満
天
下
に
悪
模
範
を
被
為
示
、
折

角
の
御
美
徳
に
汚
点
を
被
為
留
候
事
と
相
成
候
。
‥
‥
右
は
倫
理
の
問
題
と
し
て
、
黙
々
に
付
す
る
事
不
能
‥
‥
万
一
の
事
有

之
候
而
者
、
小
生
も
最
早
自
決
致
候
外
無
之
と
覚
悟
致
居
候
。
‥
‥
」（「
到
誠
日
記
」
引
用
の
意
見
書
、『
全
集
』
第
六
巻
）
と
、

自
ら
の
命
を
も
賭
け
た
強
い
調
子
で
、
婚
約
の
維
持
を
主
張
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
裕
仁
親
王
の
御
意
思
も
あ
り
、
婚
約
は

維
持
さ
れ
た
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）、
関
東
大
震
災
に
よ
る
延
期
を
経
て
、
皇
太
子
裕
仁
親
王
と
良
子
女
王
の
御
成
婚
式

が
行
わ
れ
る
と
、
そ
れ
を
見
届
け
る
か
の
よ
う
に
、
同
年
杉
浦
重
剛
は
六
十
八
歳
で
死
去
し
た
。

三
、
松
浦
伯
爵
と
の
関
係
と
書
の
意
味

さ
て
、『
全
集
』
に
お
い
て
こ
の
書
は
「
松
浦
伯
の
韻
を
用
ゐ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
韻
を
用
い
る
」
と
は
漢
詩
を
読
む
こ
と
、

あ
る
い
は
提
出
さ
れ
た
題
に
対
し
て
漢
詩
を
読
む
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
松
浦
伯
爵
家
に
お
い
て
行
わ
れ
た
会
で
詠

ん
だ
も
の
を
記
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
松
浦
伯
爵
と
は
、
明
治
末
年
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
貴
族
院
議
員

を
務
め
た
松
浦
厚
が
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

杉
浦
の
御
学
問
所
在
任
時
の
活
動
に
つ
い
て
は
、『
到
誠
日
記
』
と
い
う
か
た
ち
で
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
（
全
集
第
六
巻
）、

そ
こ
に
は
数
度
、
松
浦
伯
爵
邸
を
訪
ね
た
記
事
が
見
え
る
。
以
下
、
原
文
の
カ
タ
カ
ナ
を
平
仮
名
に
直
し
抜
粋
す
る
。

大
正
四
年　

六
月
十
一
日
「
‥
‥
午
後
、
松
浦
伯
の
邸
に
定
家
御
遺
墨
等
を
参
観
し
、
斯
道
関
係
の
諸
氏
と
会
談
す
。
‥
‥
」

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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同
年　

九
月
一
日　
「
‥
‥
午
後
、
国
学
院
大
学
に
於
て
、
副
島
氏
よ
り
山
本
氏
の
伝
言
な
り
と
て
、
松
浦
伯
の
消
息
あ
り
。

‥
‥
」

同
年　

九
月
二
十
三
日　
「
‥
‥
松
浦
伯
の
観
月
会
に
赴
き
、
入
江
子
、
其
他
と
談
ず
。」

大
正
五
年　

四
月
十
四
日　
「
午
後
、
松
浦
伯
爵
の
園
遊
会
に
赴
き
、
知
己
数
氏
と
談
ず
。」

大
正
六
年　

四
月
十
六
日　
「
午
後
、
松
浦
伯
の
園
遊
会
に
赴
き
、
参
考
物
を
展
覧
し
、
且
つ
知
己
諸
氏
に
逢
ふ
。」

こ
れ
を
見
る
と
、杉
浦
は
松
浦
伯
の
所
蔵
物
（
藤
原
定
家
の
遺
墨
、参
考
物
）
な
ど
を
参
観
す
る
ほ
か
、園
遊
会
に
お
い
て
「
入

江
子
」
即
ち
、
東
宮
侍
従
長
を
経
て
、
昭
和
天
皇
の
侍
従
次
長
、
皇
太
后
宮
大
夫
を
務
め
た
入
江
為
守
（
戦
後
に
侍
従
長
を
長

く
務
め
た
入
江
為
政
の
父
）
ら
と
交
流
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
松
浦
厚
の
弟
で
あ
る
松
浦
靖
（
子
爵
）
が
陸

軍
中
佐
か
ら
大
正
天
皇
の
侍
従
と
な
り
、
以
後
、
宮
内
省
御
用
掛
を
務
め
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

杉
浦
が
こ
の
書
を
記
し
た
大
正
八
年
は
、
ま
さ
に
「
倫
理
」
も
含
め
た
御
学
問
所
の
教
育
が
終
盤
に
差
し
掛
か
っ
て
い
た
時

期
（
御
学
問
所
は
翌
年
廃
止
）
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
杉
浦
は
、「
堂
々
皇
祖
の
風
」
を
「
傳
へ
得
」
て
「
萬
人
一
様
に
春
宮
を
仰
ぐ
」

と
、長
い
皇
室
の
歴
史
を
継
承
し
つ
つ
、現
在
の
国
民
全
て
か
ら
尊
敬
を
受
け
る
春
宮
＝
皇
太
子
裕
仁
親
王
の
徳
を
讃
え
、「
微
臣
」

即
ち
杉
浦
自
身
が
「
私
に
涓
滴
」、
す
な
わ
ち
水
一
滴
ほ
ど
の
わ
ず
か
の
助
力
を
行
う
こ
と
に
よ
り
培
わ
れ
た
君
徳
に
よ
り
、
以

後
も
そ
の
よ
う
な
君
臣
関
係
が
続
く
こ
と
を
期
待
し
、
そ
れ
は
「
至
誠
天
地
に
通
ず
る
こ
と
」
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

と
記
し
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。
杉
浦
重
剛
の
皇
太
子
教
育
に
か
け
る
思
い
、
そ
し
て
宮
中
某
重
大
事
件
に
関
与
す
る
（
杉
浦
が

事
態
に
関
わ
る
の
は
同
年
の
十
月
以
降
）
以
前
の
、
わ
ず
か
な
安
堵
の
思
い
と
将
来
へ
の
期
待
を
示
す
も
の
と
し
て
、
本
史
料

は
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
8
）
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注（
1
）
明
治
教
育
史
研
究
会
編
『
杉
浦
重
剛
全
集
』
第
五
巻
（
語
録
・
詞
藻
・
書
簡
）（
杉
浦
重
剛
全
集
刊
行
会
、
昭
和
57
）

（
2
）
大
町
桂
月
・
猪
狩
史
山
『
杉
浦
重
剛
先
生
』（
政
教
社
、
大
正
13
）

（
3
）
杉
浦
重
剛
著
・
猪
狩
又
蔵
編
『
倫
理
御
進
講
草
案
抄
』（
杉
浦
重
剛
先
生
倫
理
御
進
講
草
案
刊
行
会
、
昭
和
13
）。
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
。

（
4
）
前
掲
（
1
）
第
6
巻
（
日
記
・
回
想
）（
昭
和
58
）

（
5
）
前
掲
（
4
）

（
6
）
以
上
の
記
述
は
所
功
「
解
説　

杉
浦
重
剛
と
『
教
育
勅
語
』
の
御
進
講
」
同
編
『
昭
和
天
皇
の
学
ば
れ
た
教
育
勅
語
』（
勉
誠
出
版
、

平
成
十
四
年
）
及
び
同
「
解
説　

昭
和
天
皇
へ
の
「
倫
理
」
御
進
講
と
草
案
抄
」
同
『
昭
和
天
皇
の
学
ば
れ
た
「
倫
理
」』（
勉
誠
出
版
、

平
成
二
十
八
年
）、
浅
見
雅
男
『
闘
う
皇
族　

あ
る
宮
家
の
三
代
』（
角
川
文
庫
、
平
成
二
十
五
年
）
な
ど
に
よ
る
。

（
7
）
原
田
道
寛
編
『
大
正
名
家
録
』（
二
六
社
編
纂
局
、
大
正
4
）。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
。

（
8
）
霞
会
館
華
族
家
系
大
成
編
輯
委
員
会
『
平
成
新
修
旧
華
族
家
系
大
成 

上
巻
』（
霞
会
館
、
平
成
八
年
）


